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１．はじめに

平成10年９月に生涯学習審議会から「社会の変化に対応した今後の社会
教育行政の在り方について」（答申）が公表された。この答申では,これまで
社会教育施設の整備充実や社会教育指導体制の整備など着実に進展してきた
社会教育行政だが，制度発足以来50年を迎え，今日では「社会の変化に伴
う人々の多様化・高度化する学習ニーズや生涯学習社会の進展等の新たな状
況に対応した社会教育」の一層の推進が強く求められているとし，このため
｢社会教育関係法令の見直しを含め，今後の社会教育行政の在り方」につい
て総合的な検討を行い，併せてそのための具体的推進方策を示している。
４６答申')以降，「社会教育の全国的水準の向上」を目的に国を中心に進め
られてきた基準行政，補助金行政については基盤整備の観点から評価しつつ
も，今後は特に「地方公共団体の自主的な取組の促進，社会教育行政におけ
る住民参加の推進」が重要な視点であるとし，「それぞれの地域において自
由で闇達な」「住民参加の下で魅力ある社会教育行政」が行われることを期
待し，関連制度の弾力化や国による規制等の緩和等，各種の具体的提案を行っ
ている。
また，同答申では，今後の新しい社会教育行政の指針として，「人々の学

習活動・社会教育活動を，社会教育行政のみならず，様々な立場から総合的
に支援していく仕組み」が必要であるとし，学校教育や首長部局等との連携
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や市町村間の広域的連携等，様々な局面における連携・協力を内容とする
｢ネットワーク型行政」の推進を提案し，社会教育行政はその中核的役割を
果たす必要があるともしている。
同答申の趣旨を受け今後は，各地域においてそれぞれの地域条件・特性や

住民のニーズ等に的確に対応した個性的，創造的な学習サービスの展開が一
層求められ，またその具体化のため「ネットワーク型行政」の発想が生かさ
れ実践されることが期待される。本来，社会教育法に規定されている社会教
育行政の特徴が「住民の自主的な社会教育活動を尊重し」「主としてそれを
奨励，援助すること」にあることを考えた場合，住民に最も身近な地域が主
体となることはある意味で当然であり，現実の行政がこれまでそのような方
向になかったとしたら，そのことの方が問題だろう。
このような状況のもと，地域における社会教育行政，学習サービスの中心

的，具体的推進者である社会教育主事にはこれまで以上に大きな役割と一層
の奮起が求められるだろうし，極言すれば社会教育主事の「専門的職員」と
しての評価が様々な局面で問われることにもなる。同答申でも社会教育主事
の職務規程（社会教育法第９条の３）を，「企画立案，連絡調整に関する機
能を重視させる方向で見直す」必要性を指摘しているが，その職務を十分に
担えるだけの人材確保のためには，研修の抜本的拡充こそ緊急かつ最重要の
課題となる。
このためには，社会教育主事に求められる資質・能力の現実的，具体的内

容，その継続的，計画的向上，今後の研修のあり方などについて様々な観点
から研究と実践が進められる必要があるが，ここでは，国立教育会館社会教
育研修所（以下，「社会教育研修所｣）を中心に行われている国段階における
研修及び研修支援のあり方をめぐって，近年の加速する情報化の成果である
多様なメディア，特に衛星通信やインターネット等の情報通信技術（以下，
｢情報通信｣）の活用の可能性を中心に論を進めたい。
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と考えるべきだろう。一般には集合型研修の拡充に関心がむきがちであるが，
今後はそれぞれが持つ研修効果と役割分担についても十分な研究と実践を進
める必要があると考える。また，そのことが集合型研修の役割を見直すこと
にもつながるのである。
特に研修対象者自身にそもそも自己の資質向上等に対する意欲がなければ，

あらゆる研修の機会は十分な効果を挙げられないこと，併せて１．で指摘し
たような社会教育主事を取り巻く環境の変化を考えれば，これまで個人の心
構え，自発的取組みという枠の中にとどまりがちだった自己研修を積極的に
支援することこそが今後の重要課題であり，その支援方策の検討と早急な具
体化が待たれる。また，例えば集合型研修においてもロールプレイやKJ法
等の参加型の研修技法を積極的に取り入れるなど，各研修形態においても個
人の意欲や能動的態度を引き出し持続化させる工夫が今後強く求められる。
｢職員に与えられる研修から職員が参画する研修｣5)への転換が必要と考える。
個々の社会教育主事にとっての資質・能力上の課題が当然に異なることを

考えた場合，あらゆる研修の機会を上記図(d)の領域（個人対応，能動的）へ
と方向付けることが重要であり，情報通信等の多様なメディアを活用するに
当たっては，以上のような観点から各研修形態自体の改善充実を図るととも
に，新たな形態・方法の開発も積極的に行う必要があるだろう。

4．情報通信を活用した具体的展開

これまで社会教育主事の研修の現状と課題について分析したが，近年の情
報通信の進化と普及はそこで提示された課題に革新的に対応できる可能性を
持つ。そのことを以下に具体的に見ていくことにする。

(1)集合型研修における具体的展開（衛星通信を中心に）
集合型研修においては，地理的・時間的制約等により研修参加が困難であっ

たり研修実施者側の事情（施設規模，スタッフ等）により実施できる研修事
業数が決まってしまうなど，特定多数と言いながら実際に参加可能な員数に
は現実的な限界がある。また，２．で指摘したようにその現状においても，
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そもそも十分な研修機会が提供できているとは言い難い。一般に衛星通信は
広域性，同時性・同報性，双方向性といった特性を持っているが，これらの
特性を活用することで研修参加の機会が飛躍的に拡大し，「大規模・大量」
の遠隔研修が現実となる。
衛星通信はそのサービス開始以来，企業内研修や予備校の遠隔講義といっ

た形態で普及が始まり，近年では技術の進歩によりデジタル化が進み，大容
量の情報をマルチメディア形態で高速で送受信できる双方向メディアとして，
その活用・普及が加速化している。また，衛星通信とインターネットの接続
によるコンピュータ・ディスプレイ上での展開も可能となってきた。
既に高等教育分野においては，通信制，放送大学とその時々のメディア環

境に対応した遠隔教育が具体化されてきた。最近では放送大学も平成１０年
１月から衛星通信による全国化を達成し，また大学審議会においても衛星通
信等を活用した「遠隔授業」のあり方について具体的な検討が行われ必要な
制度改正もなされた。メディア教育開発センターを中心とした衛星通信ネッ
トワーク(SpaceCollaborationSystem=SCS)など，衛星通信関連設備の整備
と事業化も進んでいる。
一方，国立教育会館では平成７年度より学校教員を対象とした遠隔研修の

試行が行われ，社会教育研修所においても平成９年度に文部省の委嘱を受け
試行6)を行っているが，今後必要な諸経費を予算化し本格的な取り組みを進
める予定である。また，平成１０年６月に可決成立した補正予算により，社
会教育関係で言えば本年度中に社会教育研修所等に送受信設備が整備される
とともに，全国の都道府県の生涯学習推進センター等にも設備整備の補助が
行われるなど，今後衛星通信インフラの整備，ネットワーク化が急ピッチで
進むことになった。このような状況を受け，衛星通信による遠隔研修の展開
も試行から具体化の段階に入る。衛星通信の導入により，国段階，都道府県
段階等における新たな役割分担と研修の重点化が行われ，研修体系の再構築
が始まることになる。

①遠隔研修の展開
現在，社会教育研修所等で試行的に行われてきた遠隔研修は，研修所で実

際に行われる集合型研修の一部を，全国の特定の研修施設（近隣の受講者が
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集合）に同時に送受信するものであり，いわば集合型研修をメディア上に拡
張する形態となっている。ここでは双方向性は質問や意見交換等の時間に生
かされている。しかしながら，研修においては１対ｎの「講義型」の方法だ
けでなく，演習・実習をはじめ３．で挙げた「参加型」も展開する必要があ
る。特に今後の社会教育主事に極めて創造的・実践的な能力が求められてい
るときは，「参加型」こそ重要となる。研修において衛星通信を活用するに
当たっては，今後この「参加型」の部分にどのように対応するかが課題とな
るが，現段階で衛星通信による遠隔研修の展開例を①既存研修のCS化，②既
存研修の補助,Ocs独自研修を中心に整理すると以下のとおりとなる。

①既存研修州上|霊:這篭麗欝展開'|既存研修･修了認ゞ
遠隔研修
の展開

②既存研修の補助一既存研修の事前・事後研修
津事前参加の前提となる情報の提供・共有化等
＊事後参加後の情報支援，研修成果のフォロー等

既存研修の修了認定

衛星通信研修の修了認定

③Cs独自研修 -独自プログラムの開発
＊既存同種の研修と同効果を
想定してプログラム化 ’

①はこれまでの試行研修の延長であり，既存研修としての修了認定（修了
基準の問題は別途検討必要)を前提に，「講義型」のみ衛星通信で送信し
｢参加型」を全国の各研修施設で独自に展開する場合と，「講義型」「参加型」
ともに衛星通信上で展開する場合が考えられる。前者の場合には，各受信施
設で予定している演習・実習や様々な技法を十分に展開できるだけの人材が
必要となり，都道府県段階等の研修担当者の養成・研修が必須となる。後者
の場合には，特に「参加型」の研修効果を十分研究した上で，例えばインター
ネットやテレビ会議システムの併用等による衛星通信上の新たな方法・技法
を技術面でもソフト面でも開発する必要があるだろう。
②は既存研修に参加する事前・事後に，参加時の情報の共有化や参加後の
最新情報の提供など研修成果のフォローのために衛星通信を活用する場合で
ある。これにより実際の既存研修の効果的・効率的運営が可能となったり，
研修後の参加者の継続的支援が行える。
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社会教育主事研修の方向と情報化による支援３５

ることが可能となる。勿論，これらのことは別に懇意な社会教育主事に直接
会ったり電話することで十分だという意見もあろうかと思う。しかしながら，
全国には様々な経験と情報を持った社会教育主事が何千人といるし，その中
には自分にとって新鮮な情報や視点を提供してくれる主事も多数いるはずで
ある。日常の行動の中ではなかなか出会う機会に恵まれない主事とインター
ネット上で交流し，「自らの創造的行為を開発・発展」させることのメリッ
トは計り知れない。
事実，このような観点から電子メールによるネットワークを自主的に展開
している社会教育主事もいるだろうし，また商用のパソコン通信上で「生涯
学習」に関する意見交換の場'2)が主催されてもいる。このような社会教育
主事の自主的な取り組みも重要（本来，インターネットは自由な参加型ネッ
トワークである）ではあるが，全ての主事が彼らのような積極的な対応を図
れるわけでもないことを考えると，ここにおいても基本となる仕組みづくり
が必要となる。
例えば慶應義塾大学の湘南藤沢キャンパスのHP(http://www.sfc・keio.ac.jp/)

上には学生のほとんどが自分のHP(電子メールのアドレス付き）を開設して
いるが，この先例を参考に，例えば①で指摘したリンク・ネットワークに参
加する各HPに，その機関・施設に勤務する社会教育主事の電子メール・リス
ト（個人HPだとなおよいが）を掲載し,１対１,１対、と自由に電子メール
が交換可能な環境を整備することなどが考えられる。
「社会教育研修所が○○に関する先進事例を求めている」と全国の社会教

育主事に電子メールを送信すると，それに関する公式情報から批判的情報
(実際にはうまくいっていないとか）まで様々なレベルの情報が集まるだろ
う。また，「○○に関する調査研究をやるが研究協力者にならないか」とい
う案内をすると多様な意見を持った社会教育主事が手を挙げる。勿論，社会
教育研修所だけでなく，生涯学習推進センターでもいいし，全くの個人でも
自由に呼び掛けて構わない，むしろ多様なテーマのもとに大小のネットワー
クが幾つも自由に出来ていくことの方が，ネットワーク全体の活性化にもつ
ながる。また，このことが積年の課題であった社会教育主事等の社会教育指
導者のネットワーク化のための強力な推進力にもなっていくのである。
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